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出演者の詩集を集めた詩の図書館

詩の表現、可能性を広げ、新たな
形で「詩」を表現していく企画「詩
×（しかける）」。第6弾の今回は詩
人や作家、舞台人たちが出入りす
る街、新宿ゴールデン街で2日間
にわたり、各店舗内で詩人たちが
パフォーマンスを行います。

■日程
2016年3月5日（土）、3月6日（日）
■開催時間／料金
19:00 〜 23:50
1会場 ¥1,000＋ワンドリンクオー
ダー

（会場によって異なります。詳細はタイム

テーブルをご覧ください）
■出演者 
黒川武彦、文月悠光、暁方ミセイ、
カニエ・ナハ、大崎清夏、宮尾節子、
山田亮太、橘上、大島健夫、田中庸
介、松村翔子、笹田美紀、井神沙恵、
松本暁、市毛友里、蛇口、小田桐生、
西田藍、細川唯 ...and more
■新宿ゴールデン街　
参加協力店舗（イベント会場） 
クラクラ、Decoy、BUZZ、
BAR GARDEN、
BARたちばな診察室、ひしょう、
プチ文壇バー 月に吠える 

（五十音順）
■企画・運営 「詩×」 
http://shikakeru.info/
■主催 
日本財団東京国際文芸フェスティ
バル事務局：
http://tokyolitfest.com/ 
※「詩×新宿ゴールデン街」は「東京国際
文芸フェスティバル2016」サテライト企
画として開催されます。この企画は「東京
国際文芸フェスティバル事務局」による
本企画ではなく、一般募集によるオリジ
ナル企画となります。

3/05sat. 06
sun.



3/05sut.

3/06sun.

参
加
自
由
な
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ク
実
施

詩
の
図
書
館
と
し
て
、

参
加
者
の
著
作
物
を

ア
ー
カ
イ
ブ
し
展
示

■プチ文壇バー月に吠えるチャージ無料+ワンドリンク

■カニエ・ナハ 22:20―
2010年ユリイカの新人、2015年第4回

エルスール財団新人賞〈現代詩部門〉、

2016年詩集『用意された食卓』（2015、

私家版）で第21回中原中也賞受賞。主な詩集に『ＭＵ』（2014、

私家版）、『オーケストラ・リハーサル』（2013、私家版）。主な

装幀作品に暁方ミセイ『ブルーサンダー』（2014、思潮社）、

『ウイルスちゃん』（2011、思潮社）。同世代の詩人たちの手

製本を制作するプロジェクトを展開、これまでに小林坩堝、

夏野雨、橘上、古﨑未央、萩野なつみ、一方井亜稀、暁方ミセ

イ、榎本櫻湖、今唯ケンタロウ、望月遊馬、各氏の小詩集を

手掛ける。山田亮太、橘上とのユニット「TiP！」でも活動中。

■BARたちばな診察室
チャージ¥1000+ワンドリンク

■市毛友里 19:50―
ときどき書いて、よく読みます

家飲みはしませんが、家読みはしています

詩×の企画では、《詩×怪談》に参加

■暁方ミセイ 21:30―
1988年8月10日、神奈川県横浜市生まれ。大学在学中

の2008年より『現代詩手帖』に投稿を始める。2010年、

第48回現代詩手帖賞を受賞。第一詩集『ウイルスち

ゃん』（2011）、2012年にて第17回中原中也賞を受賞。

処女小説「青い花」を『文藝』（2013）に発表。電子版詩

集『宇宙船とベイビー』（2014、マイナビ）、管啓次郎

氏、石田瑞穂氏との共著『遠いアトラス』を発刊。ま

た同年上梓の第二詩集『ブルーサンダー』で鮎川信

夫賞最終候補、現代詩花椿賞最終候補。詩作以外に

も、『現代詩手帖』や本経済新聞でのエッセイの連載

の他、各地で朗読活動なども行なっている。

■ひしょうチャージ¥1000+ワンドリンク

■大島健夫 19:00―
1974年千葉県千葉市生。文筆家／朗読家として「声・言葉・

お話の力」を追及する。小説「そろそろ君が来る時間だ 10

の小さな物語＋1」（2010、詩遊会出版）。2014年、史上初「24

時間朗読ワンマンライヴ」完遂。2015年ベルギーのモンス

で、国際ポエトリースラム「SLAMons & Friends」に三角みづ

紀、橘上とともに日本代表として参加、準決勝進出。2016年

2月、ポエトリー・スラム・ジャパン2016東京大会優勝。

■田中庸介 20:40―
1969年東京生まれ。詩人・細胞生物学者。「場所の移動」をライ

フワークに、ありとあらゆる境界を突き抜ける方法を模索し

ています。詩集に『山が見える日に、』(思潮社)『スウィートな

群青の夢』(未知谷)。1989年「ユリイカの新人」、同年より詩誌

「妃 kisaki」を編集。米国ユングジャーナル日本現代詩特集

の翻訳・編集を担当(近刊)、管啓次郎・高山明氏らの「鉄犬ヘ

テロトピア文学賞」に参加。3/20の「西荻ラバーズフェス」では

玉川重機さん(漫画家)・野村佑香さん(女優)とトークします。

■大崎清夏 22:20―
1982年生まれ。子どもの頃、絵本や童話や詩集を読んで書き

手を志す。2011年ユリイカの新人。2014年、詩集『指差すこと

ができない』が第19回中原中也賞受賞。2015年、リトアニア

国際詩祭に招聘。他ジャンルのアーティストとの共同制作

によるパフォーマンス作品も多く、昨年はダンサーの福留

麻里、音楽家の木下美紗都、石塚周太と音楽詩劇『海に帆を

しまう』を制作・発表。ゴールデン街で二晩だけちいママに。

■Decoyチャージ¥1000+ワンドリンク

■松本暁 19:50―
詩人。緩急巧みな高い朗読スキルと縦横無尽な着想を

武器に、都内各所でライブを行う。即興を織り交ぜる、

観客参加型のパフォーマンスで好評を博す。utanoha

名義で、音楽、ドキュメンタリー映画、スイーツ、イン

テリアなど様々なジャンルとコラボを重ねる。

■井神沙恵 21:30―
1986年12月24日生まれ。幼少期を愛知県、思春期を愛媛

県で過ごし、大学進学にて上京。早稲田大学第二文学部

卒業。在学中よりソウルやロックを歌う。卒業後、古書店

勤務の傍らジャズなどを歌っていたところ、知人に誘わ

れ役者として初舞台。現在、松村翔子主宰演劇ユニット・

モメラスのメンバー。出演舞台はモメラス、MU、ナカゴー、

こねじ、月蝕歌劇団など。映画は池田千尋監督『ミスター

ホーム』『東京の日』、ヤマシタマサ監督『狂犬』他。

■橘上 23:10―
詩集「複雑骨折」(2007)、「YES(or YES)」(2011)ともに思潮

社。電子書籍詩集「かなしみ」（2014・マイナビ）2013〜15

年にスロヴェニア、スウェーデン、ベルギーのポエトリー

フェスティバルに出演。2013年第55回ヴェネツィアビエ

ンナーレ日本館によるプロジェクト『a poem written by 

5 poets at once』に参加。カニエ・ナハ／山田亮太との

「TiP!」、永澤康太／吉原洋一との「氵(サンズイ)」メンバ

ー、バンド「うるせぇよ。」「Ching-Pangz」ヴォーカル。

■BAR GARDENチャージ¥1000+ワンドリンク

■細川唯 20:00―
俳優。2011年下妻市ロリータファッショ

ンコンテストグランプリ/講談社ミス

iD2014特別賞/TAMA NEW WAVE 加藤拓

人監督「それからの子供」最優秀女優賞

ノミネート/奈良橋陽子主催アップスアカデミーにて演技を

学び現在はフリーで活動中。最近はお絵描きに夢中です。

■西田藍 21:00―
1991年10月20日生まれ。熊本県出身。趣味は読書・制服集

め。特技、書評。主な経歴に【新聞】朝日新聞夕刊2013年5月

25日号インタビュー『みんなアイドル飽和の市場、新たな

個性探す』共同通信「本と私」書評トルーマン・カポーティ

「誕生日の子どもたち」【テレビ】ABC朝日放送お・ま・た・せ

ゲーム王〜すごい奴がやってきたSP〜NHK教育テレビジ

ョン【その他】ダ・ヴィンチ電子ナビ『元ひきこもりアイド

ル西田藍が選ぶ、「私を救った本」ベスト5』玄光社『こだわ

りのブックカバーとしおりの本』本の雑誌社『サンリオSF

文庫総解説』表紙グラビア&書評荻上チキ・Session-22【所

属・連絡先】株式会社スターレイプロダクション

■松村翔子 22:00―
1984年7月14日、横浜生まれ。フリーの舞台俳優として東京

の小劇場を中心に活動中。2004年、岡田利規作・演出一人芝

居『マリファナの害について』に出演、以降チェルフィッチ

ュの作品に多数参加。他では、岡崎藝術座、遊園地再生事業

団、月蝕歌劇団、ポツドール等にも出演。2015年、演劇ユニッ

ト・モメラスを旗揚げ。脚本・演出を務める。今夏、第2回本

公演となる『薄闇、そこは散漫もしくは出口』を上演予定。 

■黒川武彦 23:10―
1975年生まれ。詩人・映像作家・舞台俳優・古書店主・

JAZZhouse勤務。大学在学中より詩作を始める。各種表現活動に

携わりながら、パレスチナ難民キャンプ、硫黄島など、様々な土

地で書いた詩や身近な事柄の詩を都内を中心に朗読し発表し

ている。「詩×」主宰。「Dialogues」リーダー。スポークンワーズ詩誌

「どんと、こい！」キャスト。Southern CrossTV映像制作マネージ

ャー。Kuro press代表。2015年NYCの書店より「Masterpiece」発刊

■BUZZチャージ¥1000+ワンドリンク

■蛇口 19:00―
1964年、神奈川県横浜市にて誕生。2000年、36歳のときに自

作朗読を始める。2016年4月、渋谷クロコダイルで谷川俊太

郎トリビュートLIVE俊読2016に出演、詩人・谷川俊太郎と

共演。2016年4月からサンケイスポーツで詩の朗読を題材

にした官能小説「マネキンの夜」が掲載。朗読イベント「こ

とばーか」を毎年夏に主催。オープンマイク「ことばし〜

れ」を新宿ゴールデン街GARDENで奇数月最終日曜日に開催。

■小田桐生 20:40―
1974年東京生まれ。詩誌「トーキョーローズ」を中心

に活動。朗読は不慣れですがよろしくお願いします。

■笹田美紀 22:20―
心に音楽が満ちるように

いつしか言葉が満ちるんだ

言葉と音と声で奏でる

このろくでもない

愛しい世界へ

■クラクラチャージ¥1200+ワンドリンク

■山田亮太 19:00―
1982年生まれ。詩集に『ジャイアントフィールド』（思潮

社）。「TOLTA」メンバー。代表作に「オバマ・グーグル」（首

都大学東京現代詩センター「ポエトロゴス2」）、「タイム」

（「ユリイカ2012年5月号」）、「北京」（「現代詩手帖2016年3

月号」）など。TOLTAでの主な作品・発行物にアーツ前橋『ま

えばしポートレート』（2015）、『現代詩100周年』（2015）。

■宮尾節子 20:40―
高知県出身。飯能市在住。第10回ラ・メール賞を受賞(1993)。既

刊詩集「くじらの日」「かぐや姫の開封」「妖精戦争」「ドストエフ

スキーの青空」「恋文病」「明日戦争がはじまる」（オンデマンド

版）「宮尾節子アンソロジー 明日戦争がはじまる」「牛乳岳」（電

子書籍）など。ツイッターで公開した詩「明日戦争がはじまる」

（2014）は数万件に及ぶリツイートをされ、各種メディアで話題。

■文月悠光 22:20―
詩人。1991年北海道生まれ、東京在住。中学生から詩を

雑誌に投稿し、16歳で現代詩手帖賞を受賞。高校3年の

時に出した第1詩集『適切な世界の適切ならざる私』で、

中原中也賞、丸山豊記念現代詩賞を最年少受賞。近著

に詩集『屋根よりも深々と』。NHK全国学校音楽コンク

ール課題曲の作詞、 ラジオ番組「J-WAVE TOKYO 

MORNING RADIO」での詩の朗読など広く活動。ポプラ社

「WEB asta*」にてエッセイ〈洗礼ダイアリー〉連載中。

©Mirori Kubota

MAP&出演者プロフィール タイムテーブル
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